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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,98 43,89 -0,09 42,34 +1,55

USD / BRL Spot BRL 2,2827 2,2753 -0,0074 2,2718 +0,0035

USD / JPY Spot JPY 100,39 99,89 -0,50 96,21 +3,68

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.979 53.570 -409 49.875 +3.695

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 185,5 176,1 -9,4 184,6 -8,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,75 11,78 +0,03 10,91 +0,87

DI Future Apr14（金利先物） % 9,58 9,58 +0,00 9,06 +0,52

3 Months US Dollar Libor % 0,256 0,254 -0,002 0,265 -0,011

CRB Index（国際商品指数） Index 290,1 290,7 +0,6 285,4 +5,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年9月12日

Indicator Unit 9月10日

昨日のドルレアルスポット相場は米緩和策縮小や大口のフローへの思惑に振らされながら若干のレアル
高となる展開でした。朝方は前日比と変わらない２．２８台前半で始まりましたが、来週のＦＯＭＣを控えて
緩和策縮小への警戒感が高まりレアル売り優勢な展開となりました。一時２．３０台前半で取引される局面
もありましたが、シリアへの軍事行動先送りの影響もありレアル売りは続かず２．２９近辺へ切り返しました。
その後、纏まった資金流入の噂からポジション調整が進み２．２７台を割り込んで２．２６台後半で取引され
ましたが、引けにかけて若干戻し結局２．２７台半ばで引けています。

昨日発表された先週分の為替フロー統計は２１．４億ドルの資金流出となりました。貿易フローは２０．５億
ドルの資金流出となり、９月第一週分だけで先月８月の資金流出１８．６億ドルを超えています。６月以降、
貿易・金融フロー共に資金流出となる状態が続いており、未だレアルに対する脆弱な構造は変わって
いません。ここ数日のレアル相場はセンチメントに振らされる神経質な展開であり、市場の不安定な心理
が表れている印象です。今後もレアルへの不安を抱えつつボラタイルな動きを続けるでしょう。
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